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る。ウィスコ シン大学の教授として歴史学を講じており、二〇一三年には全米アジア学会の会長を務めている。アジアを相対化する視点をもった 人であるトンチャイ氏の講演は、 本研究所が開催する「となり合う〈遠き〉アジア講演シリーズ」の第一回を飾るに相応しいものであったと言えよう。折良くトンチャイ氏は京都大学東南アジア研究所の客員研究員として日本に滞在中であり、今回の講演は、トンチャイ氏の来京の機会を活かして、総合文化研究所と東南アジア学会 の共催で開かれたものである。























に、アジア研究を行う研究者の環境の違いを理解する必要性であり、第二に、言語 制約とディ プリン 境界 越えた研究者ネットワーク形成のための言語 重要性と学術的翻訳の重要性で る。
最後に、これらの視点から現状を振り返ると、日本におけ










を中心にしているが、アジア研究の全体を射程に入れた大局観のある内容であり、地域研究の将来に するトンチャイ氏の深い思いが伝わる講演であった。講演には本研究所の会議室を使ったが、外国人研究者や留学生も集まって満席となり、椅子を追加しなければならないほどであった。小柄な体からエネルギーあふれるトンチャイ氏 話しぶりで、講演 終始変わることなくインフォーマルな雰囲気で進行した。講演後にも活発な質疑応答が行わ 、時間が限られていたのが惜しまれるほどであった。閉会後は場所を変えてトンチャ 氏を囲んでの懇親会を開いたが、ここでもトンチャイ氏の打ち解けた中に 真摯な人柄が知られた。今 もこの講演シリーズが継続されることを期待して、充実した一日を終え こと できた。
